
１．皇帝の新しい着物（はだかの王さま） 16 分

『子どもに語るアンデルセンのお話』（松岡享子／編 こぐま社）より

【語り手から】約５年ぶりの語りでしたが、前回よりは落ち着いてこの話を楽しめ

たかな･･･と思います。ラストの語りは又、研究しつつ。

２．かさじぞう 5 分

『かさじぞう』（瀬田貞二／再話 赤羽末吉／画 福音館書店）より

【語り手から】赤羽さんの画も素晴らしく大好きですが、小学生にはお話でも届け

ています。温かいお話なので新しい年にぴったりかなと思います。

３．ホレおばさん 11 分

『子どもに語るグリムの昔話１』（佐々梨代子、野村 泫 ／訳 こぐま社）より

【語り手から】まま子いじめの典型的な昔話ですが、羽ふとんの羽がとびちると雪

がふるとか、にわとりのおかしい鳴き声もあり、暗いイメージはなく楽しんでも

らえる話と思います。

４．キリストの愛に 2 分

『わが恵み汝に足れり』（水野源三／著 アシュラムセンター）より

【語り手から】元日に教会で聴いていただきました。

５．とめきちのとまらぬしゃっくり 8 分

『くしゃみくしゃみ天のめぐみ』（松岡享子／作 福音館書店）より

【語り手から】好きなおはなしですが、今日は少し自分が楽しむ余裕がありません

でした。

６．山の上の火 15 分

『山の上の火』（クーランダー、レスロー／文 岩波書店）より

【語り手から】５～６年生に語りたいと思って聞いてもらいました。

７．手ぶくろを買いに 11 分

『手ぶくろを買いに』（新美南吉／作 黒井健／絵 偕成社）より

【語り手から】出だしの２分をしっかり語ろうと思ってやりました。

８．ついでにペロリ 7 分

おはなしのろうそく６』（東京子ども 図書館／編・発行）

【語り手から】いつも、つけ足しのお話で使っているものです。子どもたちも楽し
んで聞いてくれるので大好きな話です。

※おはなしの所要時間は、語り手の自己申告によるものです。

次回の勉強会は

２月 ８日（水）
9:30～12:00 です

場 所 ： 当 館 3 階 大 会 議 室

340

１月のストーリーテリング勉強会
2012 年 1 月 11 日 （水） 午前 9:30～12:00

主催：高知県立図書館 参加者：１3 人

今月のおはなし


